
生産行程管理業務規程 

作成日

改定日

 平成29年10月18日 

 令和 3年 5月28日 

１ 作成者 

住所（フリガナ）：〒020-0863 岩手県
いわてけん

盛岡市
もりおかし

南仙北
みなみせんぼく

二丁目
にちょうめ

3番
ばん

21号
ごう

 

名称（フリガナ）一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

 岩手県
いわてけん

木炭
もくたん

協 会
きょうかい

代表者（管理人）の氏名：会長（代表理事） 浦田秀夫 

ウェブサイトのアドレス：http://www.mokutan.jp

２ 農林水産物等の区分 

区分名： 第４０類 木炭類 

区分に属する農林水産物等：黒炭 

３ 農林水産物等の名称 

名称（フリガナ）：岩手木炭（イワテモクタン） 岩手切炭（イワテキリズミ） 

 ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ 

４ 明細書の変更 

 岩手県木炭協会（以下「協会」という。）は、法第 16 条第 1 項の変更の登録を受けたときは、

当該変更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

５ 明細書適合性の確認 

協会は、定期的（年２回以上）に現地調査を行い、以下の（１）から（３）の方法で各生産者

が明細書に記載の各基準を遵守しているか否かを確認し、「生産方法及び品質規格検査シート」

に記録する。 

なお、生産方法を遵守していない等の疑義が生じた場合には、協会は追加の現地調査を行う。 

（１）原木の樹種の確認 

生産者が保管している納品伝票等で岩手県産の「ナラ」又は「クヌギ」を使用しているかを

確認する。 

（２）生産の方法の確認 

生産者は窯の新設及び廃止をした場合は、協会へ申し出る。協会は協会会員名簿に当該業者

の窯の設置状況を記載するとともに、協会の技術指導員が「岩手窯」又は「岩手大量窯」であ

るかを現地で確認する。 

（３）出荷規格及び最終製品の確認 

  協会は、生産者から年２回提出される「ＧＩマーク使用実績台帳」の記載内容を確認すると

ともに、各生産者の製品在庫から抽出で精煉度を計測し、精煉度が８度以内の木炭のみが、包

装（ダンボール、紙袋等）されていることを確認する。 



 

６ 明細書適合性の指導 

（１）原木の樹種及び生産の方法について 

協会は、原木の樹種及び生産の方法に従った生産が行われていない場合には、生産者に対し

警告を発し、是正を求める。 

なお、警告を受けたにも関わらずこれに従わない場合には、協会が当該生産者を協会から除

名することができるものとする。 

（２）出荷規格及び最終製品について 

協会は、出荷規格を満たさない木炭については、「岩手木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴ

Ｅ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」を付した包装資材及び登録標章（以下「ＧＩマーク」という。）の使用

を禁止する。 

（３）指導会について 

協会は、生産者に対し明細書に記載された各基準の遵守徹底を図るため年１回以上指導会を

開催する。 

 

７ 地理的表示等の使用の確認 

（１）協会は、前記５（３）の確認の際に、明細書に記載の各基準を満たしている木炭にのみ、地

理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」及びＧＩマ

ークが使用されているか否かを確認する。 

（２）協会は、前記５（３）の確認の際に、以下の木炭がないことを確認する。 

①明細書に記載の各基準を満たしていない木炭であるにも関わらず、地理的表示である「岩手

木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」及びＧＩマークが使用されている

木炭。 

②地理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」のみが

使用されている木炭。 

③ＧＩマークのみが使用されている木炭。 

④地理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」若しくは「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」に

類似する表示又はＧＩマークに類似する標章が使用されている木炭。 

 

８ 地理的表示等の使用の指導 

協会は、前記７の確認の際に、以下の場合に該当すると判断した場合には、生産者に対し警告を

発し是正を求める。 

なお、警告を受けたにも関わらずこれに従わない場合には、協会が当該生産者を協会から除名

することができるものとする。 

①明細書に記載の各基準を満たしていない木炭であるにも関わらず、地理的表示である「岩手木

炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」及び GIマークが使用されている場合。 

②地理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」のみが使

用されている場合。 

③ＧＩマークのみが使用されている場合。 

④地理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」若しくは「ＩＷＡＴＥ ＣＨＡＲＣＯＡＬ」に類

似する表示又はＧＩマークに類似する標章がされている場合。 



 

また、協会は、生産者に対し地理的表示である「岩手木炭」、「岩手切炭」又は「ＩＷＡＴＥ 

ＣＨＡＲＣＯＡＬ」の適正な使用について遵守徹底を図るため年１回以上指導会を開催する。 

 

９ 実績報告書の作成等 

協会は、４月１日から翌年３月３１日までを１年度として、年度終了後３カ月以内に以下の書類を

作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（１）特定農林水産物等審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成した生産行

程管理業務実績報告書。 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、協会が作成した「ＧＩマーク使用実績台

帳」。 

（３）提出時における最新の明細書 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10 実績報告書等の保存 

 協会は、前記９（２）において提出した資料に加え、以下の書類を協会事務所内に、提出日から

５年間保存する。 

 「生産方法及び品質規格検査シート」 

 

11 問合せ先 
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